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第 1章 はじめに
1.1. XooNIpsの開発経緯

XooNIpsはニューロインフォマティクスのツールとして脳・神経系に関する実験データ、数理モデル、シミュ
レーションプログラム、計測データなどの多様な研究資源を蓄積・整理・共有し、広く公開することで脳機能
の理解・解明を一層進める事が必要であるとの観点から開発されています。

ニューロインフォマティクス（NI）は、脳神経科学と情報科学・技術を融合することで、脳の構造と機能の
解明に挑戦する新しい研究分野です。2005年 11月に国際機構:INCF（International Neuroinformatics Coordinating
Facility）が発足し、世界的規模で活発な研究協力が始まっています。理化学研究所脳科学総合研究センターニ
ューロインフォマティクス技術開発チームでは、NIに関わる様々な先端技術開発に取り組んでおり、XooNIps
はその成果の一つです。

XooNIpsの特徴として以下の点があげられます。

• カスタマイズ性・拡張性の高さ。XooNIpsは CMS(Content Management System)である XOOPSをベースとして
いるので、サイトのデザインを変更したり、XOOPSで利用可能な様々なモジュールと組み合わせて、データ
ベースサイトとしての機能の拡張が容易に行えます。すなわち、システムに詳しくない方々でも情報を共有
するデータベースサイトを立ち上げる事が可能です。

• 査読システム。サイト上にデータを公開する際、モデレータによる査読を必要とするシステムになっていま
す。これによりサイトで公開されるデータの品質管理を容易に行えるようにしています。

• メタデータの流通機能。XooNIpsはメタデータ流通の標準プロトコルとして OAI-PMH（Open Archive Initiative-
Protocol for Metadata Harvesting）を実装しています。これにより、XooNIpsで構築された他のデータベースの
メタデータを収集したり、XooNIps以外の OAI-PMHを備えた他のデータベースとメタデータの交換を介し
て、検索を行う事などが可能です。

2007年 4月より XooNIpsの機能拡張等の保守・運用サポートを理化学研究所脳科学総合研究センター神経情
報基盤センター（Neuroinformatics Japan Center ：NIJC)が担当しています。NIJCは INCF日本ノードとして我が
国の NI研究を確立・展開すべく XooNIpsを利用した様々な脳神経科学分野の NIデータベースWebサイトを立
ち上げ、運用しています。また、XooNIpsは NI以外にも、研究機関や大学でのデータベースや機関リポジト
リ、ラボ内のグループウェアなど、多様な応用が進められています。

1.2. 本マニュアルの内容
XooNIpsは XOOPSのモジュールとして公開されているため、システム管理者やモデレーターを担当される場
合は XOOPSの知識が必須となります。

XOOPSの詳細については専門書などを参考にしてください。

Linux,UNIXの知識に精通して
いる方

３章 ３章の最初からお読みください。XooNIpsのインストール方法と初期設
定について説明しています。

それ以外の方 ２章 ２章では XooNIpsの概要から紹介していますので、理解に役立ちます。

XooNIpsのモデレータを担当す
る方

４章 サイトポリシーとメンテナンスの項目からお読みください。モデレータ
ーとして日常的に行う操作の説明をしています。

ゲストで XooNIpsを利用する方 ５章 ゲストの項目をお読みください。ゲストとして出来る操作の説明をして
います。

ユーザー登録をして XooNIpsを
利用する方

５章 ユーザーの項目をお読みください。ユーザーとして出来る操作の説明を
しています。

グループ管理者を担当する方 ５章 グループ管理者の項目をお読みください。グループ管理者として出来る
操作の説明をしています。
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第 2章 XooNIpsの概要
2.1. CMS

CMSとは Content Management Systemの略称で様々なデジタルコンテンツを登録・管理・更新・配信する仕組
みを持ったソフトウェアです。

CMSはWebサイトの構造をロジック部分、コンテンツ部分、デザイン部分の三層構造に分割しています。

Webページを HTMLのみで作成・更新する従来の一層構造では HTMLファイルの作成者はサイトに関する以
下のような様々な知識が必要です。

• Webサイトに掲載したい内容(コンテンツ)の専門的な知識

• HTMLコード作成に関する知識

• Webサイトのデザイン

HTMLのみでWebサイトを作成し、これら作業を分業した場合でもちょっとした修正や更新にもデザイナー
や HTMLコーダーが関与しなければならず、効率や管理の面で非効率です。

CMSはコンテンツとデザイン部分のデータを別々にデータベースに登録・保存し、独立したロジック部分が
コンテンツとデザインのデータから自動的にWebページを生成します。

CMSではコンテンツ作成者はロジックを意識する必要が無く、またデザイナーもWebページのデザインに集
中できるのでサイト全体の品質を高め、管理や作業の効率も向上させることが出来ます。

2.2. XOOPS
XOOPSはWebサイト上に CMSを手軽に実装できるソフトウェアです。

XOOPSはオープンソースライセンスのソフトウェアとして開発されており誰でも無料で利用できます。

また XOOPSの基盤となるソフトウェアもフリーソフトを利用できるため、XOOPSを利用する際、ソフトウ
ェアに関してお金は一切かかりません。

XOOPSのインストールには PHP/MySQLを使えるサーバ環境が整っていれば簡単です。

XOOPSは eXtensible Object Oriented Portal Systemの略称で拡張可能なオブジェクト指向ポータルシステムと訳
されます。

• 高い拡張性：モジュールと呼ばれるソフトウェア単位を追加することで XooNIpsの他、掲示板システムやカ
レンダー等様々な機能を追加することが出来ます。

• オブジェクト指向:XOOPSは基盤としている PHPのオブジェクト指向部分を多用しています。

• ポータルシステム：CMSと同義語です。

2.3. XooNIps
XooNIpsは脳・神経系に関する実験データ、数理モデル、シミュレーションプログラム、計測データなどの多
様な研究資源を蓄積・整理・共有し、広く公開することで脳機能の理解・解明を一層進める事が必要であると
の観点から開発さています。XOOPSのモジュールとして追加することで利用が可能です。

• インデックスツリーにデータを関連付けて保存することでユーザに判りやすい形で研究資源を公開・共有で
きます。

• データベースに登録するデータの種類はアイテムタイプモジュールで簡単に増やすことができます。

• OAI-PMHプロトコルに対応した他のデータベースの情報は XooNIps上で検索することが出来ます。

• 登録データの公開レベルを登録者個人のみ、グループ内のみ、一般公開の３種類に別けて設定することが出
来ます。
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• 登録データの品質管理を行う仕組みとして、登録データを一般公開またはグループ内公開にする際にはサイ
ト管理者、グループ管理者による査読が必要なシステムを採用しています。

2.4. システム概要
データベースを円滑に運用するため、利用できる機能をユーザー権限によって分けられており、使い分ける
ことによって『アイテムの公開』や『グループ内におけるアイテム共有』などの一連のワークフローを実現し
ています。

図 2.1. システム概要図

2.5. XooNIpsの基本画面
インストール直後の基本デザインは下記の様なイメージになります。

デザインはサイトによって異なる場合があります。

図 2.2. XooNIpsの基本画面

第 2章 XooNIpsの概要
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2.6. 用語解説

インデックスツリ
ー

登録データを管理分類するために用意されている表示方法です。

アイテム 登録されるデータの事です。

アイテムタイプ 登録されるデータの種類です。Data, Model, Tool等データの種類に合わせて複数の種類が
あります。

グループ 登録ユーザーの集まりです。

インポート 公開されている XooNIpsから、新しい XooNIpsへ移行する際のデータ移動手段です。

エクスポート XooNIpsの公開されているデータを、新しい XooNIpsへ移行させる為にデータを変換する
機能です。

メタデータ 検索システムの対象となるデータを要約したデータのことです。XooNIpsではメタデータ
を簡単に作成し、データ登録の際に利用することができます。

OAI-PMH メタデータを機械的に収集するプロトコルです。OAI-PMHではデータを一括して取得す
ることを、農作物の収穫になぞらえ、「刈り取る」（ハーベスティング）と表現します。

OAI-PMHは、OAI-PMHによるデータ提供をサポートするサーバーから一括してメタデー
タを刈り取るために用いられます。刈り取る側のクライアントソフトウェアをハーベス
タ、刈り取られる側のサーバーをリポジトリと呼びます。

XooNIpsは両方の機能を備えています。

ゲスト(Guest/
Anonymous Users)

XooNIpsにログインしていない状態のユーザーです。XooNIpsでは Anonymous Usersグル
ープに所属します。

• 公開領域に登録されたデータを検索・閲覧することが出来ます。

登録ユーザー
(Registered Users)

XooNIpsはユーザー登録後、モデレーターの承認作業を経てから機能を利用できる状態に
なります。

モデレーターに承認されて XooNIpsを利用出来る人です。XOOPSの Registered Usersグル
ープに所属します。

• 専用の個人領域を与えられて、そこに自由にデータを登録することが出来ます。

• 個人領域のインデックスツリーは自由に編集することが出来ます。

• グループに所属するとグループ領域にデータを登録することが出来ます。

• 公開領域、グループ領域、個人領域に登録されたデータを検索・閲覧することが出来ま
す。

システム管理者
(Webmasters)

XOOPS Cube全体の管理権限を持つユーザーです。XOOPSのWebmastersグループに所属
します。

• Webサイトの運用ポリシーを決定して設定をします。

• OAI-PMHで記述された外部データベースを選択してメタデータを取得する設定をしま
す。

• インポート・エクスポート機能を使ってデータベースの移行が行えます。

モデレーター
(Moderator)

XooNIpsの設定などを行う管理者です。XOOPSの moderatorグループに所属します。

• XooNIpsモジュールの設定を行えます。

• ユーザのアカウント承認作業が出来ます。

• 公開領域のインデックスツリーの編集が行えます。

• 公開領域へデータを登録する際の承認作業が行えます。

• グループの新規作成・削除を行うことが出来ます。

• Webサイトのアクセスログを閲覧することが出来ます。
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グループ管理者 グループを管理する権限を持つユーザーです。グループの共有領域にデータを登録する際
に査読を行うことができます。

• グループ内のユーザ管理(登録・削除)が出来ます。

• グループ領域のインデックスツリーの編集が出来ます。

• グループ領域に登録するデータの承認作業が行えます。

2.7. XooNIpsの利用例
XooNIpsを利用しているニューロインフォマティクスサイトの例として一部を紹介します。

http://www.neuroinf.jp/
J-Node Portal

INCF日本ノードポータルサイト

国内外のニューロインフォマティクス情報の
配信や日本国内のニューロインフォマティク
スサイトへのリンクを行っています。

http://
platform.visiome.neuroinf.jp/
Visiome

視覚神経科学プラットフォーム

視覚神経科学に関するデータベースです。数
理モデル・ツール・データ等を収集して登録
することにより、データベースとしての有用
性を増進することを目的としています。

J-Node Portalには、他にも XooNIpsを利用しているニューロインフォマティクスサイトとして以下のようなサ
イトが登録されています。

詳しい説明等は J-Node Portalに掲載されています。

http://platform.neuron-glia.neuroinf.jp/ 細胞・局所神経回路網

http://platform.bmi.neuroinf.jp/ 脳とロボット

http://platform.cerebellum.neuroinf.jp/ 小脳
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XooNIpsを利用しているニューロインフォマティクス分野以外の学術情報リポジトリ例

http://koara.lib.keio.ac.jp/

慶応大学

学術情報アーカイブ KOARA

http://sucra.saitama-u.ac.jp/

埼玉大学

学術情報発信システム SUCRA

その他に XooNIpsを利用しているニューロインフォマティクス分野以外の学術情報リポジトリとして以下の
ようなサイトがあります。

http://amcor.asahikawa-med.ac.jp/ 旭川医科大学

学術成果リポジトリ AMCoR

http://www2.library.pref.nara.jp/nlmc/ 奈良県立図書情報館

奈良県地域資料目録

http://repository.nabunken.go.jp/ 奈良文化財研究所

学術情報リポジトリ
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第 3章 XooNIpsのインストール
この章では実際にコンピュータに XooNIpsの利用環境を作成します。

3.1. Webサイトの計画と設計
Webサイトを実際に構築する前に、その目的や利用者の特定などについて具体的に計画を立てておくことが
重要です。

3.1.1. 構築するサイトの目的を具体的に表現する
先ずはじめにどんなサイトを構築したいのか、具体的に表現してみます。

漠然とサイトを作っても誰も訪れないサイトになってしまうからです。

例として以下の表に内容を記述してみます。

このサイトで何をするのか？(What) 脳科学の情報を交換する、研究室に関する情報を発信する等

なぜ今サイトを構築・公開するのか？(Why) 脳科学の情報を互いに交換するニーズが高まっているから、研究
室の情報をスタッフで共有したいから等

ユーザは具体的にどんな人か？(Who) 脳科学研究者や研究に興味のある外部の人、研究室のスタッフ等

対象地域はどこか？(Where) 国内全体・日本語圏。英語圏等

公開時期と終了時期は？(When) ○年○月○日、終了時期は無期限とする等

サイトの構築方法は？(How) CMSを利用しフリーソフトで構築する等

3.1.2. 機能を特定する
構築するサイトのイメージが鮮明になってきたら、次は具体的にどんな機能を盛り込むべきかを決定します。

XOOPSはモジュールという単位で数多くの機能を実現していますが、以下に例を挙げます。

XOOPSの公式サイトなどを参照し、これから構築するサイトにどのモジュールが必要か等を決定します。

• 掲示板・フォーラム・BBS

• ニュース記事の投稿

• カレンダー

• 問いあわせフォーム

• RSSによる他サイト・コンテンツの掲示

3.1.3. ソフトウェア・ハードウェアを選定する
本マニュアルは XOOPS,XooNIpsを利用することを前提として進めますが、他のソフトウェアを使う可能性が
ある場合にはここでサイトのイメージや機能に適したソフトウェアとハードウェアを選定します。

3.1.4. 設計書を作成する
サイトの運用方法にあわせて、サイトポリシーなど具体的に以下項目を決定しておきます。

サイト URLとサイト名

• URLは XOOPSインストール時に必要なので決定しておきます。

使用モジュールの特定

• XooNIps意外に使用する具体的なモジュールとそのバージョンを決めます。

ユーザアカウント有効化の方法
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新規にユーザを登録する際、アカウント有効化の方法を以下から選択します。

• ユーザ宛メールでの有効化

• 自動で有効化

• サイト管理者(Administrator)による有効化

登録情報の必須項目の決定
ユーザ登録の際、入力を必須とする項目を以下から選択します。

• 本名

• 会社名

• 所属

• 住所

• 郵便番号

• 電話番号

• FAX番号

ユーザのディスク使用量初期値の決定
登録ユーザ１人あたりの最大登録データ数、最大登録 Index数、ディスク使用量の初期値を決定します。

• 最大登録データ数（初期値 500)

• 最大登録 Index数(初期値 200)

• ディスク使用量(初期値 500MB)

グループのディスク使用量初期値の決定
1グループあたりの最大登録データ数、最大 Index数、ディスク使用量を決定します。

• 最大登録データ数(初期値 1000)

• 最大登録 Index数(初期値 500)

• ディスク使用量(初期値 1000MB)

データ承認方法の決定
データを公開する際の承認方法を以下から選択します。

• モデレータによる承認

• 自動承認

公開領域へのアクセス制限
公開領域へのアクセス制限を以下から選択します。

• 登録ユーザのみアクセスを許可

• ゲストを含む全てのアクセスを許可

添付ファイルをダウンロードする時のファイル内容
添付ファイルをダウンロードさせる場合のファイル形式を以下より選択します。

• メタデータ情報ファイルを含めて ZIP圧縮する

• 登録されたデータのみ ZIPファイルとする

業績アイテムの選択範囲
XooNIpsは公開領域にデータを公開することをユーザの業績として扱います。
業績として選択可能な範囲を以下から選択します。
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• [はい]公開領域の全データから選択可能になります。

• [いいえ]ユーザが登録したデータからのみ選択可能になります。

エクスポートの設定
エクスポートの許可設定を以下から選択します。
モデレータはこの設定に関わらずエクスポートが可能です。

• [はい]ユーザ自身が登録したデータのエクスポートを可能にします。

• [いいえ]ユーザによるエクスポートは出来ません。

添付ファイルのエクスポート設定
添付ファイルのエクスポート許可設定を以下から選択します。

• [はい]ユーザ自身が添付ファイルのエクスポート可能になります。

• [いいえ]ユーザによる添付ファイルのエクスポートは出来ません。

インポートの設定
データインポートの設定を以下から選択します。
モデレータはこの設定に関わらずインポートが可能です。

• [はい]ユーザ自身が個人領域に対してデータをインポート可能になります。

• [いいえ]ユーザによるインポートは出来ません。

モデレータ権限の設定
モデレータによる全ユーザのデータ編集許可設定を以下から選択します。

• [はい]モデレータによる全ユーザのデータ編集が可能になります。

• [いいえ]モデレータによる全ユーザのデータ編集は出来ません。

3.2. サーバの構成要素
XooNIpsを動作させるために必要なソフトウェアは以下の表になります。

OS 特に指定無し

Webサーバ Apache 2.0以上

データベース MySQL 4.1以上(要 InnoDB対応)

PHP PHP 5.1以上

XOOPS XOOPS 2.0.16a-JP

3.3. OSのインストール
最初に CentOS5をコンピュータにインストールします。

3.3.1. CentOS5の入手
公式サイト [http://centos.org/]から CentOS5の ISOイメージファイルを取得(執筆時の最新版は 5.1)してインス
トール CD、または DVDを作成します。

この章ではインストール DVDでの説明をします。

3.3.2. インストールの手順
コンピュータに DVDを挿入しインストールを開始します。
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画面下に boot:と表示されたら、Enterキーを押して次に進みます。

3.3.2.1. メディアテスト
メディアのテストを行うか否かを選択します。

ここではテストしないので Tabキーを押して Skipにカーソルを移動し、Enterキーを押して次に進みます。

3.3.2.2. グラフィカルインストール
X Window Systemが起動しこれ以降はキーボード、マウスを利用したグラフィカルな画面でインストールが可
能です。

画面が表示されたら[Next]をクリックします。
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3.3.2.3. 言語の選択
インストールに使用する言語を選択します。

日本語の場合は Japaneseを選択します。

選択したら[Next]をクリックします。

3.3.2.4. キーボードの設定
キーボードの種類を設定します。

コンピュータに接続しているキーボードの種類を選択します。

一般的な 106日本語キーボード(または 109日本語キーボード)の場合には日本語を選択します。

3.3.2.5. ハードディスクの初期化
ハードディスクを初期化するか否かの警告メッセージが表示されます。
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[はい]を選択してハードディスクを初期化します。

3.3.2.6. パーティションの設定
Linuxをインストールするパーティションを選択します。

[選択したドライブ上のすべてのパーティションを削除してデフォルトのレイアウトを作成します]を選択しま
す。

[次]をクリックすると警告メッセージが表示されます。
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[はい]をクリックしてパーティションを削除します。

3.3.2.7. ネットワークの設定
ネットワーク上にブロードバンドルータなどの DHCPサーバーがある場合にはそのまま[次]をクリックしま
す。

コンピュータに固定 IPアドレスを割り振りたい場合やネットワーク上に DHCPサーバが存在しない場合は[編
集]ボタンをクリックします。

Enable IPv4 supportにチェックがあることを確認します。

Manual configrationにチェックを付けます。

IP Addressにサーバの IPアドレスを入力します。Prefix(Netmask)にはネットマスクを入力します。

Enable IPv6 supportのチェックを外します。

設定が出来たら[OK]をクリックします。

ネットワークデバイスの画面に戻ったらホスト名を決めて入力します。

ダイアログボックスの例にあるように[ホスト名].[ドメイン名]のように入力します。

例えば hostname.domainname.orgのように入力します。

ゲートウェイの欄にゲートウェイの IPアドレスを入力します。

1番目の DNSの欄に DNSの IPアドレスを入力します。

設定が出来たら[次]をクリックします。
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3.3.2.8. タイムゾーンの設定
タイムゾーンを設定します。地図上の東京の位置をクリック或いは画面下の項目から直接アジア/東京を選択
します。

[システムクロックで UTCを使用]はチェックを外します。

3.3.2.9. rootパスワードの設定
rootパスワードの設定をします(6文字以上)

設定したパスワードは忘れないようにしてください。大文字小文字は区別されるので注意が必要です。

パスワードは確認の為 2回入力します。
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パスワードを入力したら[次]をクリックします。

3.3.2.10. インストールパッケージの選択
全てのチェックを外します。

画面下の[今すぐカスタマイズする]を選択して[次]をクリックします。

3.3.2.11. インストールパッケージの選択２
デスクトップ環境を選択して全てのチェックを外します。
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アプリケーションを選択して全てのチェックを外します。

開発を選択して全てのチェックを外します。

サーバーを選択して全てのチェックを外します。
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ベースシステムを選択して全てのチェックを外します。

仮想化を選択して全てのチェックを外します。

クラスタリングを選択して全てのチェックを外します。
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クラスタストレージを選択して全てのチェックを外します。

言語を選択して日本語のサポートにチェックを付けます。

それ以外のチェックは外します。

[次]をクリックします。

3.3.2.12. パッケージのインストール
以下の画面で[次]をクリックするとインストールが開始されます。
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コンピュータの性能によって終了までの時間は異なります。

3.3.2.13. インストールの完了
以下の画面になったら DVDを取り出して[再起動]をクリックします。

3.4. CentOS5のカスタマイズ
ここでは XooNIpsインストールに必要な設定を説明します。
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3.4.1. 管理用アカウントの作成
以下の手順でサーバに rootでログインします。

xoonips-server login: root ← ログインユーザ名として rootと入力

Password: ← rootのパスワードを入力（表示はされない）

[root@xoonips-server ~]# ← rootでログインした状態

管理用アカウントを以下のコマンドで作成します。

[root@xoonips-server ~]# useradd admin ← 管理用アカウント adminの作成

[root@xoonips-server ~]# passwd admin ← adminのパスワード設定

Changing password for user admin.
New UNIX password: ← adminのパスワード入力

Retype new UNIX password: ← adminのパスワード再入力

passwd: all authentication tokens updated successfully.

3.4.1.1. adminユーザのみ suが実行出来るように設定する
root権限は何でも出来てしまう誤操作で重要なファイルを削除してしまったりすることがあるので、普段の作
業は必ず adminユーザで行い、必要な時にだけ suコマンドを使って root権限を使用するように設定します。

[root@xoonips-server ~]# usermod -G wheel admin ← ユーザ adminを wheelグループに追加

[root@xoonips-server ~]# vi /etc/pam.d/su ← viエディタでファイルを編集する。

#auth required pam_whell.so use_uid

↓

auth required pam_whell.so use_uid ← コメント削除

viエディタの使用法についてはWEBや書籍などを参照してください。

ログアウトして次回以降ユーザ adminで作業を行います。

[root@xoonips-server ~]# exit ← ログアウト

3.4.2. システムのアップデート
以下のコマンドでユーザ adminでログインします。

xoonips-server login: admin ← ログインユーザ名として adminと入力

Password: ← adminのパスワードを入力(表示はされない)

[admin@xoonips-server ~]$ ← adminでログインした状態

以下のコマンドで rootユーザになり、システムのアップデートを実行します。

[admin@xoonips-server ~]$ su - ← suコマンドで rootになる

Password: ← rootのパスワードを入力

[root@xoonips-server ~]# ← rootになった状態

以後、指定があるまで root権限のまま作業を行います。

[root@xooinps-server ~]# yum -y update ← システムのアップデートコマンドを実行

ネットワークの状態やコンピュータの性能によっては実行に時間がかかります。

システムが最新の状態に交信されます。

3.4.3. 必要パッケージのインストール
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XooNIpsのインストールには以下のパッケージをインストールする必要があります。

gcc gcc-c++ glib-devel
glib2-devel libgsf-devel php-mysql
php-gd php-mbstring php-devel
php-xml php-pear php-pecl-Fileinfo
poppler-utils lynx mysql-server
wget

以下のコマンドで必要パッケージをインストールします。

[root@xoonips-server ~]# yum -y install gcc gcc-c++ glib-devel glib2-devel libgsf-devel
[root@xoonips-server ~]# yum -y install php-mysql php-gd php-mbstring php-devel php-xml php-pear
[root@xoonips-server ~]# yum -y install php-pecl-Fileinfo poppler-utils lynx
[root@xoonips-server ~]# yum -y install mysql-server wget make

3.4.4. 外部補助プログラムのインストール
XooNIpsを動作させる為に必要な外部プログラムをインストールします。

外部補助プログラムの取得

[root@xoonips-server ~]# wget http://prdownloads.sf.net/chicago/xlhtml-0.5.tgz
[root@xoonips-server ~]# tar -xzvf xlhtml-0.5.tgz ← 取得ファイルの展開

[root@xoonips-server ~]# cd xlthml-0.5
[root@xoonips-server ~]# cp /usr/share/automake-1.9/depcomp ./ ← インストールに必要なコマンドをコピー

[root@xoonips-server ~]# ./configure ← configureの実行

[root@xoonips-server ~]# make ← makeの実行

[root@xoonips-server ~]# make install ← インストールの実行

[root@xoonips-server ~]# cd ← 展開ディレクトリから抜ける

外部補助プログラムの取得

[root@xoonips-server ~]# wget http://downloads.sourceforge.net/wvware/wv-1.2.4.tar.gz
[root@xoonips-server ~]# tar -xzvf wv-1.2.4.tar.gz ← 取得ファイルの展開

[root@xoonips-server ~]# cd wv-1.2.4
[root@xoonips-server ~]# ./configure ← configureの実行

[root@xoonips-server ~]# make ← makeの実行

[root@xoonips-server ~]# make install ← インストールの実行

[root@xoonips-server ~]# cd ← 展開ディレクトリから抜ける

XooNIpsが外部補助プログラムを利用できるようにシンボリックリンクを作成します。

[root@xoonips-server ~]# ln -s /usr/local/bin/xlhtml /usr/bin/xlhtml
[root@xoonips-server ~]# ln -s /usr/local/bin/ppthtml /usr/bin/ppthtml
[root@xoonips-server ~]# ln -s /usr/local/bin/wvText /usr/bin/wvText

外部補助プログラムインストールの後始末をします

[root@xoonips-server ~]# rm -rf xlhtml-0.5
[root@xoonips-server ~]# rm -rf wv-1.2.4
[root@xoonips-server ~]# rm -f xlhtml-0.5.tgz
[root@xoonips-server ~]# rm -f wv-1.2.4.tar.gz

3.4.5. iptablesの設定
パケットフィルタリングの設定をします。
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初期状態ではWebサーバへのアクセスが制限された状態になっているため、接続を許可する設定を行います。

[root@xoonips-server ~]# vi /etc/sysconfig/iptables

以下の行をコピーします。

-A RH-Firewall-l-INPUT -m state --state NEW -m tcp -p tcp --dport 22 -j ACCEPT

↓ コピーした行の 22を 80に変更する。

-A RH-Firewall-l-INPUT -m state --state NEW -m tcp -p tcp --dport 80 -j ACCEPT
[root@xoonips-server ~]# /etc/init.d/iptables restart ← パケットフィルタリングソフトを再起動する。

3.4.6. SELinuxの無効化
XOOPSの利用には SELinuxを無効にする必要があります。

[root@xoonips-server ~]# getenforce ← SElinux状態確認

Enforcing ← SELinux有効

[root@xoonips-server ~]# setenforce 0 ← SELinux無効化

[root@xoonips-server ~]# getenforce ← SELinux状態確認

Permissive ← SELinux無効

[root@xoonips-server ~]# vi /etc/sysconfig/selinux ← SELinux設定ファイル編集

SELINUX=enforcing

↓

SELINUX=disabled ← システム起動時に SELinuxを無効化

3.4.7. Apacheの設定
Webサーバ(Apache)の設定をします。

3.4.7.1. 設定ファイルの編集

[root@xoonips-server ~]# vi /etc/httpd/conf/httpd.conf ← 設定ファイルの編集

AddDefaultCharset UTF-8

↓

#AddDefaultCharset UTF-8 ← コメントにする

3.4.7.2. Webサーバの起動と自動起動設定

コンピュータを再起動したときにWebサーバも自動で起動するように設定します。

[root@xoonips-server ~]# /etc/init.d/httpd start ← Webサーバ起動

[root@xoonips-server ~]# chkconfig httpd on ← Webサーバの自動起動設定

3.4.7.3. Webサーバの動作確認

他のコンピュータでブラウザを起動し、アドレスを入力します。

例えば http://(OSインストールの時に決めたホスト名)/と入力します。

以下のような画面がブラウザに表示されていればWebサーバの設定は完了です。
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3.4.8. MySQLの設定
XooNIpsで使用する Databaseシステムの設定を行います。

[root@xoonips-server ~]# vi /etc/my.cnf ← 設定ファイルの編集

[mysqld]セクションに以下の 2行を追加します。

default-charcter-set=ujis
skip-character-set-client-handshake

3.4.8.1. MySQLの起動と自動起動設定

[root@xoonips-server ~]# /etc/init.d/mysqld start ← MySQLサーバ起動

[root@xoonips-server ~]# chkconfig mysqld on ← MySQL自動起動設定

3.4.8.2. MySQLパスワードの設定と不要データの削除

[root@xoonips-server ~]# mysql -uroot ← MySQLサーバへ rootユーザでログイン

rootユーザのパスワードを設定(例は mysqlroot@pass)

mysql > set password for root@localhost=password('mysqlroot@pass');
mysql > delete from mysql.user where user=''; ← 匿名ユーザを削除します。

mysql > drop database test; ← testデータベースの削除

3.4.8.3. XooNIps用データベースの作成

xoonipsdbという名前で XooNIps用のデータベースを作成します。

mysql > create database xoonipsdb character set ujis;

xoonipsdbにアクセスするユーザ xoonipsuser,パスワード xoonips@passで作成します。

mysql > grant all privileges on xoonipsdb.* to xoonipsuser@localhost identified by'xoonips@pass';
mysql > exit ← MySQLサーバからログアウトする。

3.4.9. PHPの設定
XooNIpsの動作に必要な環境にするため PHPの設定ファイルを修正します。

[xoonips-server ~]# vi /etc/php.ini ← PHP設定ファイルの編集

allow_url_fopen = On
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↓

allow_url_fopen = Off ← Offに修正する

以下の設定値は XooNIpsサーバにファイルをアップロードする際に必要なメモリーサイズです。サーバの設
計・構築に従って大きめの値を設定してください。

128MB以上のファイルを XooNIpsで扱う計画がある場合は本解説よりも大きな値を設定する必要がありま
す。

設定値の範囲は memory_limit >= post_max_size >= upload_max_filesize である必要があります。

memory_limit = 16M

↓

memory_limit = 128M ← 値を大きく設定する

post_max_size = 8M

↓

post_max_size = 128M ← 値を大きく設定する

upload_max_filesize = 2M

↓

upload_max_filesize = 128M ← 値を大きく設定する

;session.use_only_cookies = 1

↓

session.use_only_cookies = 1 ← コメントを外す

マルチバイト文字列関数の設定

;mbstring.internal_encording = EUC-JP

↓

mbstring.interlnal_encording = EUC-JP ← コメントを外す

;mbstring.detect_order = auto

↓

mbstring.detect_order = ASCII,EUC-JP,UTF8 ← コメントを外し、ASCII,EUC-JP,UTF8を追加する

変更した設定を有効にするため、Apacheの再起動をします。

[xoonips-server ~]# /etc/init.d/httpd restart ← 設定を有効にするため Apacheを再起動する

3.5. XOOPSのインストール
XooNIpsを利用するための基盤となる XOOPSのインストールを行います。

XOOPS公式サイトから最新版をダウンロードしてください(執筆時のバージョンは 2.1.6)

[root@xoonips-server ~]# wget http://downloads.sourceforge.net/xoopscube/Package_Legacy_2_1_6.zip
[root@xoonips-server ~]# unzip Package_Legacy_2_1_6.zip ← ダウンロードファイルを展開する

展開ファイルをWebサーバドキュメントルートにコピー

[root@xoonips-server ~]# cp -R Package_Legacy/html/ /var/www/
[root@xoonips-server ~]# rm -rf Package_Legacy ← 展開ディレクトリを削除

[root@xoonips-server ~]# rm -f Package_Legacy_2_1_6.zip ← ダウンロードファイルを削除

[root@xoonips-server ~]# chmod 777 /var/www/html/uploads ← パーミッションを変更

[root@xoonips-server ~]# chmod 777 /var/www/html/cache ← パーミッションを変更

[root@xoonips-server ~]# chmod 777 /var/www/html/templates_c ← パーミッションを変更

[root@xoonips-server ~]# chmod 666 /var/www/html/mainfile.php ← パーミッションを変更
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警告

最新版のダウンロード URLは公式サイトで確認してください。

ダウンロードページ(Legacy2.1.6) [http://downloads.sourceforge.net/xoopscube/Package_Legacy_2_1_6.zip]

3.5.1. XOOPSセットアップ
Webブラウザで http://サーバ名/へアクセスをします。

japaneseを選択して[次へ]をクリックします。

[次へ]をクリックします。

[次へ]をクリックします。
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MySQLの設定で作成したデータベースユーザ名・データベースパスワード・データベース名を入力します。

空欄へ以下の情報を入力して[次へ]をクリックします。

データベースユーザ名 xoonipsuser

データベースパスワード xoonips@pass

データベース名 xoonipsdb

[次へ]をクリックします。

[次へ]をクリックします。
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[次へ]をクリックします。

[次へ]をクリックします。

[次へ]をクリックします。

[次へ]をクリックします。
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以下の情報を入力して[次へ]をクリックします。

ここで作成するのは XOOPSを管理するユーザです。

CentOSのユーザやMySQLのユーザとは別のものになります。

管理者ユーザ名 XOOPSサイト管理者ユーザ名(例は Administrator)

管理者メールアドレス XOOPSサイト管理者メールアドレス(例は admin@xoonips.jp)

管理者パスワード パスワード

管理者パスワード(再入力) パスワード

[次へ]をクリックします。

[次へ]をクリックします。
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XOOPSの管理者ユーザ名とパスワードを入力して[ログイン]をクリックします。

インストールボタンをクリックします。

インストール完了です。

Webブラウザを一度終了してください。

3.5.2. XOOPSインストール後の後始末
[root@xoonips-server ~]# rm -rf /var/www/html/install/ ← installディレクトリ削除

[root@xoonips-server ~]# chmod 644 /var/www/html/mainfile.php ← パーミッション変更

3.6. XooNIpsのインストール
XooNIps最新版をダウンロードします。

XooNIps最新版をダウンロード

[root@xoonips-server ~]# wget http://osdn.dl.sourceforge.jp/xoonips/30526/xoonips-3.4.tar.gz

ダウンロードファイルを展開

[root@xoonips-server ~]# tar -xzvf xoonips-3.4.tar.gz

XooNIpsモジュールを moduleディレクトリにコピー

[root@xoonips-server ~]# cp -R xoonips-3.4/xoonips/ /var/www/html/modules/

警告

ダウンロード URLはミラーのため変更される可能性があります。

ダウンロードページ [http://prdownloads.sourceforge.jp/xoonips/30526/xoonips-3.4.tar.gz]

3.6.1. XooNIpsセットアップ
Webブラウザで http://サーバ名/へアクセスをします。
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情報を入力してログインボタンをクリックします。

ユーザ名 管理者ユーザ名(例は Administrator)

パスワード 管理者パスワード

[管理者メニュー]をクリックします。

[モジュールのインストール]をクリックします。

操作欄にあるインストールアイコンをクリックします。

インストールボタンをクリックします。
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[モジュールの管理]をクリックします。

XooNIpsのインストールが正常に行われていればこの様な画面になります。

3.6.2. XooNIpsの初期設定と確認
XooNIpsを使用するための設定をします。

管理者メニューで[XooNIps]をクリックします。

[システム設定]をクリックします。
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3.6.2.1. ファイルアップロードディレクトリの変更
Webサーバの権限で書き込みが出来るディレクトリを指定する必要があります。

[root@xoonips-server ~]# mkdir /var/www/xoonipsupload ← ディレクトリを作成

[root@xoonips-server ~]# chmod a+w /var/www/xoonipsupload ← パーミッションを変更する。

[基本設定]をクリックします。

[ファイルアップロードディレクトリ]の項目に/var/www/xoonipsuploadと入力します。

更新ボタンをクリックして変更した設定を有効にします。

3.6.2.2. インラインフレーム設定
ここではインデックスツリーの表示領域を変更することが出来ます。

[インラインフレーム表示設定]をクリックします。
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インデックスツリーの幅とインデックスツリーの高さを数値で入力して更新ボタンを押します。

インデックスツリーの幅を割合（％）で指定することによりブロック内での表示領域の割合を変更できます。

幅 100%で指定 幅 50%で指定

インデックスツリーの高さをピクセルで指定することにより表示領域の大きさを変更できます。

高さ 400で指定 高さ 200で指定
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3.6.2.3. 印刷設定
ここではページを印刷する際にヘッダとして表示させる情報を入力することが出来ます。

[印刷設定]をクリックします。

入力した情報は詳細画面などを印刷の際ヘッダ情報として同時に印刷されます。

3.6.2.4. RSS配信設定
XooNIpsは RSS1.0(RDF)、RSS2.0、Atom1.0の３種類のフィード形式をサポートしています。

設定画面で表示される URLを公開することでアイテムの更新情報及びグループの新規作成状況がアナウンス
出来ます。

[RSS設定]をクリックします。
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利用するフィード形式のテキストボックスの内容をコピーして公開してください。

3.6.2.5. OAI-PMH設定
XooNIpsはメタデータの情報を機械的に収集する仕組みとして OAI-PMHを採用しています。

ここでは OAI-PMHに対応した別のサーバにメタデータを提供するための設定（リポジトリ設定）と OAI-PMH
に対応した別のサーバからメタデータを収集するための設定（ハーベスタ設定）の両方が行えます。

[OAI-PMH設定]をクリックします。

• リポジトリ設定はメタデータを他のサーバに提供する為の設定です。

リポジトリ名 例：INCF Japan Node XooNIps site
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データベース ID サイト名等を利用してサイトを区別するための識別子を設定します。例：
www.neuroinf.jp

アイテムの削除状態を保存する
日数

アイテムを削除したという情報の保存日数を指定します。

institutionの値 OAI-PMHの応答に必要な institutionの値を設定します。

publisherの値 OAI-PMHの応答に必要な publisherの値を設定します。

• ハーベスタ設定はメタデータを他のサーバから収集するための設定です。

メタデータを収集するサーバの URLを改行区切りで入力します。

行の先頭に(セミコロン);を付けた場合はその行はコメントになります。

3.6.2.6. プロキシ設定
XooNIpsから他のサーバへアクセスする際プロキシを利用する場合に設定します。

[プロキシ設定]をクリックします。

ホスト名 プロキシサーバのホスト名を設定します

ポート番号 プロキシサーバのポート番号を設定します

ユーザ名 ユーザ認証が必要な場合にユーザ名を設定します

パスワード ユーザ認証のパスワードを設定します

3.6.2.7. イベント通知設定
XOOPSが本来持っているイベント通知機能を利用して XooNIpsがユーザに対して伝えることの出来るイベン
トを指定します。
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[イベント通知設定]をクリックします。

イベント通知設定は以下の４つから選択します。

• この機能を無効にする

• イベント選択オプションをブロックに表示する

• イベント選択オプションをメインコンテンツ下部に表示する

• イベント選択オプションをブロックおよびメインコンテンツ下部の両方に表示する

特定イベントを有効にするの項目は複数の選択が可能です。

通知する相手 画面での表示 設定される内容

XooNIps管理者 管理者：アイテム移譲通知 アイテムが移譲されたことを通知します。

管理者：アカウント承認通知 アカウントが承認されたことを通知します。

管理者：アイテム承認通知 公開アイテムが承認されたことを通知します。

管理者：グループアイテム承認要求通知 グループ領域へのアイテム承認要求があることを通
知します。

ユーザ XooNIpsユーザ：アイテム移譲通知 アイテムが移譲されたことを通知します。

XooNIpsユーザ：アイテム更新通知 アイテムが更新されたことを通知します。

XooNIpsユーザ：アイテム承認通知 公開アイテムが承認されたことを通知します。

XooNIpsユーザ：アイテム承認拒否通知 公開アイテムの承認が拒否されたことを通知します。

XooNIpsユーザ：ファイルのダウンロー
ドを通知

ファイルがダウンロードされたことを通知します。

XooNIpsユーザ：グループアイテム承認
通知

グループ領域に登録したアイテムが承認されたこと
を通知します。

XooNIpsユーザ：グループアイテム承認
拒否通知

グループ領域へのアイテム登録が拒否されたことを
通知します。

3.6.2.8. XOOPS拡張
XOOPSのユーザーモジュールでユーザの登録を行った場合、そのユーザが XooNIpsの機能を使えるようにし
ます。

XOOPSのユーザーモジュールでユーザの削除を行った場合、XooNIpsに残っているユーザ情報を削除します。
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[XOOPS拡張]をクリックします。

操作欄にあるアイコンをクリックすることでユーザの追加や削除が行えます。

3.6.2.9. 動作確認
XooNIpsの動作設定を確認します。

[動作確認]をクリックします。

[テスト]をクリックします。
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XooNIpsの設定情報が表示されます。

総合判定が OKになっていれば XooNIps動作前の設定は終了です。

赤色で表示された場所がある場合には、コメントに従って修正する必要があります。

3.6.3. アイテムタイプモジュールのインストール
続いてアイテムタイプモジュールのインストールをします。

アイテムタイプモジュールを moduleディレクトリにコピー

[root@xoonips-server ~]# cp -R xoonips-3.4/itemtypes/* /var/www/html/modules/

3.6.3.1. アイテムタイプモジュールのセットアップ
XooNIpsモジュールと同様の手順です。

セットアップするアイテムタイプモジュールの種類はWebサイトの計画と設計により変化します。

[モジュールのインストール]をクリックします。
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XooNIpsのインストールと同様にインストールアイコンをクリックしてインストールします。

3.6.3.2. XooNIpsインストール後の後始末

[root@xoonips-server ~]# rm -f xoonips-3.4.tar.gz ← ダウンロードファイル削除

[root@xoonips-server ~]# rm -rf xoonips-3.4 ← 展開ディレクトリ削除

3.6.4. XooNIpsアップデート時の注意点
XooNIpsモジュール、アイテムタイプモジュールをバージョンアップする際にはディレクトリを上書き後、管
理画面からアップデート作業を行ってください。

XooNIps3.30以降のバージョンへのアップデートは XooNIps3.24からのみをサポートしています。

XooNIps3.2xから XooNIps3.4へアップデートする場合は Binderアイテムタイプモジュールを必ずインストー
ルしてください。

3.6.5. 支援モジュールについて
標準状態では使いにくいシステムモジュールの変わりに利用できるモジュールや悪意のある攻撃から守る

Protecterモジュールなどがあります

XooNIps3.4での新機能アイテムへのコメント機能を利用する際には altsysモジュールと D3forumモジュール
のインストールが必要です。

ここでは XooNIpsでコメント機能を利用するために altsysモジュールと D3forumモジュールのインストール
の簡単な説明を行います。

詳細な情報は配布サイトを確認してください。http://xoops.peak.ne.jp/

3.6.5.1. altsysモジュールのインストール
標準システムモジュールの代替モジュールである altsysモジュールのインストールを行います。

mainfile.phpを一点修正します

[xoonips-server ~]# vi /var/www/html/mainfile.php ← mainfile.phpファイルの編集

define('XOOPS_TRUST_PATH','');

↓

define('XOOPS_TRUST_PATH','/var/www/xoops_trust_path'); ← XOOPS_TRUST_PATHの設定を行う

配布サイトから最新版モジュールをダウンロードします。

[root@xoonips-server ~]# tar -xzvf altsys-0.6.tar.gz ← 取得ファイルの展開

[root@xoonips-server ~]# cp -R xoops_trust_path /var/www/ ← 展開ファイルのコピー

[root@xoonips-server ~]# cp -R html/modules/altsys /vaw/www/modules ← 展開ファイルのコピー

[root@xoonips-server ~]# cp html/preload /* vaw/www/html/preload/ ← 展開ファイルのコピー
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この後は XooNIpsやアイテムタイプモジュールと同様に管理者メニューのモジュールインストールからイン
ストールを行ってください。

3.6.5.2. D3forumのインストール
XooNIps 3.4の新機能アイテムへのコメント機能を利用するために必要な d3モジュールのインストールを行い
ます。

あらかじめ altsysモジュールのインストールを済ませておく必要があります。

配布サイトから最新版モジュールをダウンロードします。

[root@xoonips-server ~]# tar -xzvf d3forum-0.8.tar.gz ← 取得ファイルの展開

[root@xoonips-server ~]# cp -R xoops_trust_path/modules /var/www/xoops_trust_path ← 展開ファイルのコピー

[root@xoonips-server ~]# cp -R html/modules/d3forum /var/www/modules ← 展開ファイルのコピー

[root@xoonips-server ~]# cp html/class/smarty/plugins/* var/www/html/class/smarty/
plugins/

← 展開ファイルのコピー

この後は XooNIpsやアイテムタイプモジュールと同様に管理者メニューのモジュールインストールからイン
ストールを行ってください。

第 3章 XooNIpsのインストール
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第 4章 サイトポリシーとメンテナンス
ここではサイトポリシー設定について説明します。

4.1. サイトポリシー
ユーザ登録方法やアイテム公開方法等を決定します。

4.1.1. サイトポリシー設定

図 4.1. サイトポリシー設定

管理メニューで[サイトポリシー設定]をクリックします

4.1.2. ユーザ情報
ユーザの承認方法やユーザ情報の設定を行います。

ティップ

それぞれの項目について、更新ボタンを押して情報を反映させる必要があります。

• 新規ユーザ登録方法の設定

XooNIpsはユーザー登録後、機能が使える登録ユーザーになるためにはモデレーターの承認が必要です。

ユーザー登録した情報の有効化(アクティベーション)を行った後、更に XooNIpsを利用するためにはモデレー
ターの承認が必要です。

• アカウント有効化の方法

登録したユーザー情報を有効化する作業の手順を指定します。

表 4.1. ユーザー有効化の手順の設定

項目 説明

ユーザ自身の確認が必要（推奨）ユーザー登録時のメールアドレスにユーザー情報の有効化を促すメール
が送られます。ユーザーがメールに従い登録情報を有効化します。

自動的にアカウントを有効にする ユーザー情報は登録後自動的に有効になります。

管理者が確認してアカウントを有
効にする

XOOPSの admisitratorがユーザー情報を有効化します。

• アカウント承認の方法

XooNIpsを利用出来るようにユーザーを承認する作業を行うか否かを指定します
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表 4.2. ユーザー承認を行うかの設定

項目 説明

モデレータが確認してアカウントを
承認する

XooNIpsのモデレーターが XooNIpsを利用出来るように承認をしま
す。

自動的にアカウントを承認する XooNIpsへの承認作業は行われず、ユーザーは登録後直ぐに XooNIps
の利用が可能になります。

• ユーザ情報入力時の必須項目の設定

ユーザー登録の際、入力項目を入力必須とするか未入力可とするかをそれぞれ指定します。

• 新規ユーザ登録時の初期値の設定

登録ユーザーが Private領域に登録できるアイテムの上限と HDDの使用量の上限を指定します。

表 4.3. ユーザーの HDD使用領域の設定

項目 説明

最大アイテム数 Private(個人領域)に登録出来るアイテムの上限数を指定します。

デフォルト値は５００で５００個までアイテムを登録できます。

最大インデックス
数

Private(個人領域)に登録出来るインデックスの数を指定します。

デフォルト値は２００で２００個までインデックスを登録出来ます。

最大ディスク容量 Private(個人領域)で使用される HDDの最大容量をMB単位で指定します。

デフォルト値は５００MBで個人が利用できるディスク使用量は５００MBになります。

図 4.2. ユーザー設定

4.1.3. グループ情報
グループ領域に登録できるアイテム数や HDDの使用量の上限を設定出来ます。

第 4章 サイトポリシーとメンテナンス
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表 4.4. 新規グループ作成時の初期値の設定

項目 説明

最大アイテム数 Group(グループ領域)に登録出来るアイテムの上限数を指定します。

デフォルト値は１０００で１０００個までアイテムを登録出来ます。

最大インデックス数 Group(グループ領域)に登録出来るインデックスの数を指定します。

デフォルト値は５００で５００個までインデックスを登録出来ます。

最大ディスク容量 Group(グループ領域)で使用される HDDの最大容量をMB単位で指定します。

デフォルト値は１０００でグループ内で１０００MBまでディスクを利用できます。

図 4.3. グループ設定

4.1.4. アイテム情報
アイテムに関する設定です

ティップ

情報を反映させるためにはそれぞれの submitボタンを押す必要があります。

アイテム公開

表 4.5. アイテムの公開ポリシー

項目 選択肢 説明

公開アイテムの承認
方法

モデレータが確認してアイテ
ムの公開を承認する

承認作業をモデレーターが行います。承認されないとアイ
テムは公開領域に登録されません。

自動的にアイテムの公開を承
認する

承認作業を行いません。アイテムは直ぐに公開領域に登録
されます。

公開領域を閲覧可能
なユーザ

ゲストを含む全ユーザ XooNIpsに登録していないゲストユーザーも含め全てのユ
ーザーがアイテムをダウンロード出来ます。

XooNIpsに登録されたユーザ
のみ

XooNIpsに登録している登録ユーザーのみアイテムをダウ
ンロードできます。

その他の関連する設定

第 4章 サイトポリシーとメンテナンス
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表 4.6. その他の関連する設定

項目 選択肢 説明

添付ファイルのダウンロード時のファイル
形式

メタ情報と共
に ZIP圧縮刷
る（推奨）

メタデータを含めて ZIP圧縮したファイルをダウン
ロードします。

オリジナルの
まま

アイテムのオリジナルファイル形式のままダウンロ
ードします。

公開領域の全アイテムから業績アイテムを
選択可能にする

はい 全ての公開アイテムから業績アイテムを選択可能に
します。

いいえ 登録ユーザーが登録したアイテムからのみ業績アイ
テムを選択可能です。

図 4.4. アイテム公開

4.1.5. アイテムタイプ
ホームページ上でアイテムタイプの表示名と表示準を変更できます。

Paperを Englishに変更する場合

図 4.5. 表示名の変更
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サイトポリシー設定画面で Peperを Englishに変更します

図 4.6. 表示名の変更 2

ホームページ上での表示が Paperから Englishに変更されます。

図 4.7. 表示名の変更 3

4.1.6. インポートエクスポート
インポート・エクスポートに関する設定です

• エクスポート

エクスポートに関する設定です。

表 4.7. Related Other Policies

項目 説明

エクスポートを
許可

エクスポートの許可設定です。

はいを選択すると、登録ユーザーが自分の作成したアイテムをエクスポート出来るようにな
ります。

ティップ

モデレーターはこの設定に関わらず、何時でもアイテムをエクスポート出来ます。

添付ファイルの
エクスポートを
許可

添付ファイルのエクスポート許可設定です。

はいを選択すると、アイテムの添付ファイルをエクスポート出来るようになります。

• インポート

インポートに関する設定です。

はいを選択すると、登録ユーザーが自分の Private領域にアイテムをインポート出来るようになります。

ティップ

モデレーターはこの設定に関わらず、何時でもアイテムをエクスポート出来ます。
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図 4.8. インポート・エクスポート

4.1.7. コメント機能
コメント機能を利用するには外部モジュールの altsys,d3forumモジュールのインストールが必須です。

d3forumモジュールであらかじめフォーラムを作成しておくことも必須です。

• ディレクトリ名の設定

コメント機能で利用する d3forumのディレクトリ名を指定します。

• フォーラム IDの設定

あらかじめコメント用に d3forumで作成したフォーラム ID番号を指定します。

図 4.9. コメント機能の設定

その他に必要な設定として

altsysモジュールのテンプレート編集機能等を利用して xoonips_detail.htmlの最終行を修正します。

先頭の＜｛＊ 3文字と最後の 3文字 ＊｝＞ を削除します。
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図 4.10. コメント機能の設定 2

図 4.11. コメント機能の設定 3

d3forumのフォーラム管理画面で「コメント統合時の参照方法」の欄に

{XOOPS_URL}/modules/xoonips/detail.php?item_id=%sと入力します。
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図 4.12. コメント機能の設定 4

アイテムの詳細画面でアイテムに対してコメントを付けることが出来るようになります。

4.1.8. モデレーター権限
モデレーターによるアイテムの編集を許可する設定です

はいを選択すると、モデレーターは全登録ユーザーのアイテムを編修できるようになります。

図 4.13. モデレータ権限設定

4.1.9. 職名一覧
表示順と新規追加などの設定です

ユーザー情報の職名として選択可能な項目を設定します。

• 編集

職名の変更と表示順の設定はテキストボックスに入力して更新ボタンを押して情報を更新します。

表示順の数値順にユーザ一覧で表示されます。

操作の項目のアイコンをクリックするとその項目は削除されます。

• 新規登録

新たに職名を追加することが出来ます。
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図 4.14. 職名一覧設定

4.1.10. ランキング
ランキングの表示に関する設定です。

• ブロック：ランキング

表示するの項目にチェックを入れると、その項目が表示されるようになります。

並べ替えの三角で表示順の並べ替えが出来ます。ドロップダウンリストで 4段分まで一度に上下することも
可能です。

2を選んで上三角をクリックすれば、項目は 2つ分上に移動します。

各ランキングの上位何件まで表示するかを決定できます。

• ブロック：新着

新着情報の表示に関する設定です。

各新着情報の上位何件まで表示するかを決定できます。

• ランキング対象期間

ランキング対象期間の設定

チェックボックスにチェックを入れた場合、その期間のファイルはランキングに反映されません。
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図 4.15. ランキング設定

4.2. メンテナンス
ユーザーの追加や、メタデータのハーベストなど、日常的に行う作業項目です。

4.2.1. メンテナンス
XooNIps運用上発生する日常的な作業に関しての説明です。

図 4.16. メンテナンス

4.2.2. ユーザー管理
ユーザー情報の編集と削除、新規ユーザーの追加登録が出来ます。

図 4.17. ユーザ管理

操作欄のペンアイコンをクリックするとユーザ情報の編集が出来ます。
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操作欄の Xアイコンをクリックするとユーザの削除が出来ます。

4.2.2.1. 新規ユーザーの登録・既存ユーザー情報の編集
ユーザー情報の編集をします。＊は必須入力項目です。更新が終わったら画面最下部の更新ボタンを押して
情報を反映させます。

パスワードの変更はここで変更が可能です。

必須項目の数はサイトポリシーのユーザ情報で設定した項目により増減します。

• ユーザ名

XooNIpsサイト上で表示されるユーザーのニックネームを入力します。

• 本名

ユーザーの本名を入力します。

• メールアドレス

Eメールアドレスを入力します。ユーザー情報としてメールアドレスを公開する場合にはチェックボックスに
チェックを付けます。

• ホームページ

ユーザーが公開したい URLを入力します。

• 所属グループ

ユーザーが所属する XOOPSグループを選択します。

表 4.8. 所属グループ

名称 説明

サイト管理者 XOOPSで指定されているWebmastersグループに所属させます

登録ユーザ XOOPSで指定されている Registered Usersグループに所属させます。

一般登録ユーザーの場合にはこのグループのみに所属させます。

moderator XooNIpsの moderatorグループに所属させます。

新規登録ユーザーがモデレーターの場合にはこのグループに所属させます。

• 職名

ユーザーの役職名をドロップダウンリストから選択します。

• 所属

ユーザーの所属部署などを入力します。

• 機関名／大学名／会社名

ユーザーの所属する機関名・大学名・会社名などを入力します。

• 電話番号

ユーザーが公開したい電話番号を入力します。

• FAX 番号

ユーザーが公開したい FAX番号を入力します。

• 住所

ユーザーが公開したい住所を入力します。

• 国名

第 4章 サイトポリシーとメンテナンス
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ユーザーの国名を入力します。

• 郵便番号

ユーザーが公開したい郵便番号を入力します。

• タイムゾーン

ユーザーの国に合わせたタイムゾーンを選択します。

• 趣味

ユーザーの公開したい趣味などを入力します。

• 自由記述

自由記述項目です。

• 署名

署名を入力します。投稿に署名を必ず追加する場合はチェックボックスにチェックを付けます。

• パスワード

パスワードを登録します。

• パスワード確認

上と同じパスワードをもう一度入力してもらうことで、パスワードの確認を行います。

• 送信メール感覚[日]

イベント更新通知メッセージの受け取り方法で新しいアイテムの登録時にメールで情報を受け取る様に設定
した場合、メールが送られる間隔を日数で指定します。

イベント更新通知メッセージの受け取り方法をメールに指定した場合に有効な設定です。

• プライベートの最大アイテム数

Private領域の最大アイテム数を入力します。

デフォルト値は５００で Private領域に５００アイテムまで登録できます。

• プライベートの最大インデックス数

Private領域の最大インデックス数を入力します。

デフォルト値は２００で PrivateIndexに２００個までキーワードを登録できます。

• プライベートの最大ディスク容量 [MB]

Private領域の最大ディスク容量をMB単位で入力します。

デフォルト値は５００で Private領域のディスク使用量は５００MBになります。

• コメント表示モード

コメントの表示モードを指定します。

XooNIps3.4のアイテムへのコメント機能の設定ではありません。XOOPS標準のコメント機能についての設定
です。
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表 4.9. コメント表示モード

表示モード 説明

ネスト表示 コメントがネスト表示されます。

ツリーに従ってコメントの部分はインデントされます。

フラット表示 コメントがフラット表示になります。

全てのコメントが投稿時間順に全文表示されます。

スレッド表示 コメントが件名によってグループ化して表示されます（スレッド表示）

スレッドの最初の投稿のみ全文表示され、コメントはタイトルだけその下に並びます。

• コメントの並び順

コメントの並び順を指定します。

表 4.10. コメントの並び順

並び順 説明

古いものから コメントが古い順に表示されます。

新しいものから コメントが新しい順に表示されます。

• ランク

ランクを指定します。

未選択の状態で問題ありません。

• イベント更新通知メッセージの受け取り方法

イベント通知メッセージの受け取り方法を指定します。

表 4.11. メッセージ受け取り

メッセージ受け取り方法 説明

一時的に中止 イベント通知のメッセージ受け取りを一時的に停止させます。

プライベートメッセージ イベント通知のメッセージを XOOPSの PM機能で受け取ります。

メール イベント通知のメッセージをユーザー情報の Eメールアドレスで受信します。

• イベント通知のタイミング

イベント通知メッセージの通知タイミングを指定します。

表 4.12. 通知タイミング

通知タイミング 説明

イベント更新時に必ず通知する イベント発生時に必ず通知する設定です。

一度だけ通知する 一度だけ通知する。

一度通知した後、再度ログインするまで通知しない 一度通知した後、再度ログインするまで通知しない。

• 当サイトの新着情報などをメールで受け取る

当 XooNIpsサイトの新着情報等をメールで受け取るか否かを指定します。
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図 4.18. ユーザ登録

入力された情報はホームページの XooNIps User Menuのユーザ情報から確認出来ます。

4.2.3. アイテム管理
公開アイテムの一括取り下げ、ユーザー毎のアイテムの一括削除、アイテムの移譲が出来ます。

• 公開アイテム一括取り下げ

公開アイテムの一括取り下げを行います。

• アイテム一括削除

アイテム一括削除を行います。

• アイテムの移譲

退会したユーザのアイテムを別のユーザに移譲します。

4.2.3.1. 公開アイテム一括取り下げ

Publicに登録されているアイテムをインデックス毎に選択して削除することが出来ます。

ティップ

Public indexへの公開が取り下げられるのみでアイテムが削除されることはありません。
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図 4.19. 公開アイテム一括取り下げ

4.2.3.2. アイテム一括削除
ユーザーのアイテムをインデックス毎に削除することができます。

ドロップダウンリストからユーザーを選択します

図 4.20. アイテム一括削除

一括削除したいインデックスを選択して、削除ボタンを押すと削除が実行されます。

図 4.21. アイテム一括削除 2

4.2.3.3. アイテムの移譲
XooNIpsでは登録したアイテムの修正や変更は登録したユーザのみが行えます。

ユーザがサイトを退会した場合などに登録アイテムの修正や変更が行えるように権限を移譲することが出来
ます。

ドロップダウンリストで権限を移譲する側(From)とされる側(To)のユーザと Index Keywordを選択します。

図 4.22. アイテムの移譲
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移譲するアイテムの欄にチェックをつけて移譲するボタンを押すと確認画面が表示されます。

図 4.23. アイテムの移譲 2

確認画面で実行ボタンを押すと権限が移譲されます。

図 4.24. アイテムの移譲 3

4.2.4. ユーザ表示順
表示順の項目に職名内での表示順を設定して更新ボタンを押すことによって変更が反映されます。

表示順が 0未満ならそのユーザーは表示されません。

ここでの表示順設定は職名内でのみ有効となります。

図 4.25. ユーザ表示順

表示結果はホームページの XooNIpsメニューのユーザ一覧から確認出来ます。

図 4.26. ユーザ表示順 2

4.2.5. ランキング
アクセスランキングの集計値はイベントログから自動生成されます。
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アクセスランキング情報ファイルのアップロード、ダウンロードや数値のリセットが出来ます。

サイトを引っ越しする際などにアップロードの項目からランキングファイルをアップロードすることで、数
値を継続した集計が可能になります。

図 4.27. ランキング

4.2.6. ファイル検索
ファイル検索用のインデックスの確認ができます

• 検索プラグイン

インストールされて利用可能なファイル検索プラグインの一覧を表示します。

• 全ファイルの再スキャン

プラグインのバージョンが上がった際には再スキャンボタンを押すと、ファイル検索用インデックスの再構
築をします。

図 4.28. ファイル検索

4.2.7. OAI-PMH
OAI-PMHのハーベスト実行と結果の確認が出来ます。

ティップ

メタデータのハーベストが必要の都度手動で実行する必要があります。

• リポジトリ URL変更

リポジトリ URLの設定画面に遷移して、編集が出来ます。

• 最新の実行結果

前回の実行結果を表示します。

• ハーベスト実行

ハーベストするボタンを押すと、直ちにハーベストを実行します。
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図 4.29. OAI-PMH
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第 5章 XooNIpsの操作
実際に XooNIpsを利用する際に必要な操作を解説します

画面デザインは XOOPSのテーマを利用することで容易に変更することが出来ます。

5.1. ゲスト
ゲスト時の操作説明

5.1.1. 公開情報の検索・閲覧
ゲスト時は Publicに登録されているアイテムの検索と閲覧が出来ます

インデックスツリー・アイテムタイプをクリックすることで一覧表示されます。

キーワード検索ボックスではアイテムタイプを指定しての検索や、メタデータの検索も選択することが出来
ます。

図 5.1. ファイル検索

並び順の項目で並べ替えが出来ます。アイテムタイプによって並べ替えの条件は異なる場合があります。
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図 5.2. 検索結果

詳細画面では登録者がゲストユーザーにもダウンロードを許可している場合のみダウンロードボタンが表示
されます。

図 5.3. 詳細結果

ライセンス条項に同意する場合のみダウンロードすることが可能です。
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図 5.4. ライセンス条項確認

5.1.2. 公開情報の詳細検索
アイテムタイプ毎にさらに条件を詳しく設定して検索することが出来ます。

XooNIps検索ボックスの横にある詳細検索のリンクをクリックします。

図 5.5. 詳細検索

検索したいアイテムタイプにチェックを入れると検索条件が指定できます。画面上下に設置されている検索
ボタンを押すと検索が実行されます。

複数のアイテムタイプにチェックを入れての検索も可能です。
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図 5.6. 詳細検索 2

5.1.3. ランキング情報の閲覧
アクセスランキングの情報からリンクをクリックすれば、アイテムや研究者情報に直接アクセスすることが
出来ます。

ゲストへのランキング表示許可設定がされていない場合には表示されません。

図 5.7. ランキング情報

5.1.4. サイト入会・登録
新規ユーザー登録の概要を説明します。
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5.1.4.1. サイト登録の流れ
XooNIpsの機能を利用出来るようになるにはユーザー登録の他にモデレーターによる承認が必要です。

ティップ

サイトポリシーの設定により自動で承認される場合もあります。

図 5.8. 登録の流れ

5.1.4.2. 登録の手順
新規登録のリンクをクリックします。

ティップ

サイトのデザインによってこの位置にあるとは限りません。
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図 5.9. 新規入会

必要事項に情報を入力して登録を行ってください。

サイトポリシーで必須入力とされている項目には＊が付いています。

サイトポリシーの設定によっては登録作業後にモデレーターの承認が必要となります。

図 5.10. 新規登録

5.2. ユーザー
登録ユーザー時の操作

5.2.1. ログイン
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ユーザー名とパスワードを入力してログインしてください。

ティップ

サイトのレイアウトによってはこの位置にあるとは限りません。

図 5.11. ログイン

5.2.2. ログアウト
Logoutのリンクやログアウトのボタンをクリックしてログアウトしてください。

ティップ

サイトのレイアウトによってはこの位置にあるとは限りません。

図 5.12. ログアウト
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5.2.3. プライベートインデックスツリー編集
アイテムを管理する個人領域のインデックスツリーの編集が出来ます。

XooNIps User Menuのプライベートツリー編集のリンクをクリックします。

図 5.13. プライベートツリー編集

1. Keywordの新規登録

New Index Keywordに作成したい Keywordを入力して登録ボタンを押します。

図 5.14. プライベートツリー編集

Privateツリーの直下に登録されます。
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図 5.15. プライベートインデックスへの Keyword新規登録

2. Keywordの変更

登録した Keywordは修正することが出来ます。

操作したい Keywordのチェックを入れた後、新しい Keywordを入力して改名ボタンを押します。

図 5.16. Keywordの変更

keyword[tool]が[model]に変更されています。

図 5.17. Keyword変更後の Index

3. Keywordの削除

削除したい Keywordにチェックを入れた後、削除ボタンを押します。

図 5.18. Keywordの削除
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図 5.19. Keywordの削除後の Index

4. Keywordの表示順の変更

Keywordの表示順の変更が出来ます。

上へ/下への左にあるドロップダウンリストで 1～ 10までの数を指定しての移動も可能です。

図 5.20. Keywordの表示順変更

図 5.21. Keyword表示順変更後の Index

5. Keywordの移動

Keywordの移動が出来ます。

次へ移動ボタンの右にあるドロップダウンリストで移動先を選択後、ボタンを押します。

図 5.22. Keywordの移動
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移動の確認は Index Treeの上にある open allボタンを押します。

図 5.23. Keyword移動の確認

Keyword[tool]が[model]の下に移動している事が確認出来ます。

図 5.24. Keyword移動後の Index

5.2.4. アイテム管理

5.2.4.1. アイテム登録
アイテムの登録方法を説明します。

XooNIps User Menuから新規アイテム登録のリンクをクリックします。

図 5.25. アイテムの新規登録

画面中央のドロップダウンリストから登録したいアイテムタイプを選択します。
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図 5.26. 新規登録アイテムタイプの選択

アイテムタイプを選ぶと登録画面が表示されます。

少なくとも一つの登録したい Private index keywordにチェックを付けます。

赤色の＊は必須入力項目です。

IDの項目は XooNIps内で固有の一意の値である必要があります。IDが重複する場合はエラーとなります。
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図 5.27. アイテムの登録(TOOL)

• ダウンロード制限

このアイテムをダウンロードできるユーザーをログインユーザーに限定するか、ゲストも含めた全てのユー
ザーにダウンロードを許可するかを選択します。

• ダウンロード通知

上記オプションでログインユーザーを選択した場合のみ有効なオプションとなります。

通知の設定はサイトのシステム設定に依存します。

• Readme入力ウィンドウ

Readmeの編集リンクをクリックすると、別のウィンドウが開きます。ファイルを指定して更新ボタンを押す
か、テキストボックスへの直接入力後 OKボタンを押すと登録画面に反映されます
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図 5.28. Readmeの入力

• Rights

Creative Commonsライセンスの設定が出来ます。編集のリンクをクリックすると別ウィンドウが開きますの
で、独自のライセンスを設定することも可能です。

Rights入力ウィンドウ

Rightsの Editリンクをクリックすると、別のウィンドウが開きます。ファイルをの指定して更新ボタンを押
すか、テキストボックスへの直接入力後 OKを押すと登録画面に反映されます。

図 5.29. Rightsの入力

• 関連アイテム

関連するアイテムを指定することが出来ます。

ティップ

関連するアイテムはアイテム IDで指定します。この IDはシステムが自動で割り振る数値で、アイ
テム登録の際に入力する IDの項目とは違います。

アイテムを探す（新しいウィンドウ）のボタンを押すと別ウィンドウが開いて、アイテムの検索をすること
が出来ます。

関連アイテム検索ウィンドウ

関連アイテムのアイテムを探すボタンをクリックすると関連したアイテムを検索するための別ウィンドウが
開きます。

Index Treeや XooNIps検索を使って関連するアイテムのアイテム IDを調べることが出来ます。

ティップ

この画面は検索のみでアイテム IDの入力はできません。実際の入力は登録画面に戻って行います。

第 5章 XooNIpsの操作

73



図 5.30. 関連アイテムの検索

登録画面で次へボタンを押すと入力した情報の確認画面が表示されます。更に登録ボタンを押すとアイテム
が登録出来ます。

図 5.31. アイテム登録確認

5.2.4.2. アイテムの編集
Index Treeや XooNIps検索を利用して編集したいアイテムの詳細画面を表示させます。
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図 5.32. アイテム詳細

編集画面が表示されますので、項目を修正して更新ボタンを押して情報を反映させます。

図 5.33. アイテム修正

詳細画面では変更履歴が表示されます。
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図 5.34. アイテム更新履歴

5.2.4.3. アイテム削除

アイテムの削除

Index Treeや XooNIps検索を利用して削除したいアイテムの詳細画面を表示させます。

削除ボタンを押すと、確認のダイヤログが表示されますのではいを選択して削除します。

図 5.35. アイテム削除

5.2.4.4. Binderアイテムタイプについて

Binderは他のアイテムを一つにまとめて管理することが出来るアイテムタイプです。

Binderに登録するアイテムを指定する方法は以下の 3通りです。

• アイテム一覧

アイテムの一覧から選択します。

• インデックスキーワード

Index Treeを利用して Binderに登録するアイテムを選択します。

• 検索

詳細検索を利用して Binderに登録するアイテムを選択します。
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図 5.36. Binder登録画面

1. アイテム一覧での選択

登録可能なアイテム(Public Indexに登録されているアイテムとユーザーの Private Indexに登録されているアイ
テム)の一覧から選択します。

登録するアイテムにチェックを付けた後、選択するボタンを押して確定します。

図 5.37. Binder登録画面アイテム一覧

2. インデックスキーワードでの選択

ドロップダウンリストでアイテム一覧を表示して、Binderに登録するアイテムを選択します。

登録するアイテムにチェックを付けた後、選択するボタンを押して確定します。
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図 5.38. Binder登録画面インデックスキーワード

3. 検索での選択

詳細検索画面が表示されますので、通常の詳細検索と同様に Binderに登録したいアイテムを検索します。

登録するアイテムにチェックを付けた後、選択するボタンを押して確定します。

次へボタンを押して登録します。

図 5.39. Binder登録確認画面

5.2.4.5. Paperアイテムタイプの登録
Paperアイテムの登録画面には PubMedIDの項目があります。PubMedIDがわかっている場合には PubMedID
を入力して Completeボタンを押すとその他の情報が自動で補完されます。
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図 5.40. Paper登録画面

5.2.4.6. Bookアイテムタイプの登録
Bookアイテムの登録画面には ISBNコードの項目があります。ISBNコード(10桁又は 13桁)がわかっている
場合には ISBNコード(10桁又は 13桁)を入力して Completeボタンを押すとその他の情報が自動で補完されま
す。その際の URLには amazonの書籍情報詳細ページが補完されます。

図 5.41. Book登録画面

5.2.5. アイテムの公開
アイテムを Public領域に登録するためにはサイトポリシーの設定によってモデレーターの審査・承認が必要

な場合があります。

第 5章 XooNIpsの操作

79



図 5.42. アイテム公開フロー

5.2.5.1. アイテムの公開
Public領域に登録して公開したいアイテムを Index Treeや XooNIps検索で検索して、詳細画面を表示します。

公開領域に追加の欄あるドロップダウンリストから登録したい Public領域の Index keywordを選択して、追加
ボタンを押します。

図 5.43. 公開アイテム登録画面

サイトポリシーの設定によってはモデレーターの審査・承認が必要ですので、Public領域に直ぐに登録される
とは限りません。

図 5.44. 公開アイテム確認画面

5.2.6. グループ
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XooNIpsでは登録ユーザーでグループを作ることが出来ます。

グループにはグループ内で情報を共有できる領域が与えられます。

5.2.6.1. グループに参加
XooNIpsに登録されているグループを検索します。

グループ管理者となっているユーザーにグループに追加してもらうよう、メールや PM(Private Message)で連絡
を取ります。

グループへのユーザー追加登録作業は、グループ管理者またはモデレーターが行います。

図 5.45. 登録グループの確認

図 5.46. 登録グループの確認 2

グループに参加すると、所属グループのタブが Index Treeに表示されます。

図 5.47. 所属グループのタブ

5.2.6.2. グループ Indexへのアイテム登録
ユーザーが Private領域に登録しているアイテムをグループ Indexに登録することが出来ます。

登録したいグループのタブで Index Keywordをクリックします。
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アイテム検索画面が表示されますので、登録するアイテムを検索してください。

図 5.48. グループ Indexへの登録

グループ Indexへ登録するアイテムにチェックを付けます。

図 5.49. グループ Indexへの登録 2

グループ管理者、またはモデレーターの審査・承認が完了するまで他のユーザーからはアイテムは見ること
が出来ません。

図 5.50. グループ Indexへの登録 3

5.2.6.3. グループからの退会
グループから退会する場合は参加の場合と同様に、グループ管理者かモデレーターに連絡を取ってください。

ユーザーのグループからの退会処理はグループ管理者、またはモデレーターが行います。

5.2.7. アイテム移譲
アイテムの編集権限はそのアイテムを登録したユーザにあります。
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ユーザが退会する場合などにアイテムの編集権限を他のユーザに移譲することができます。

• 編集権限を移譲するユーザの操作

XooNIpsユーザメニューのアイテム移譲要求のリンクをクリックします。

図 5.51. アイテム移譲要求

次からアイテムを追加の欄にある検索などで編集権限を移譲するアイテムを検索して選択します。

図 5.52. アイテム移譲要求 2

ドロップダウンリストで権限を移譲するユーザを選択して次へボタンを押します。

図 5.53. アイテム移譲要求 3

確認画面が表示されるので移譲の実行ボタンを押します。

図 5.54. アイテム移譲要求 4
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• 編集権限を移譲されるユーザの操作

XooNIpsユーザメニューのアイテム移譲許可リンクをクリックします。

ドロップダウンリストから編集権限を移譲されたアイテムを登録する Index Tree Keywordを選択して移譲許可
ボタンを押します。

図 5.55. アイテム移譲許可

5.3. グループ管理者
グループ管理者が出来ることの説明です。

5.3.1. グループメンバー管理
XooNIps グループメニューのグループメンバー編集をクリックします。

サイトのデザインによってはこの位置にあるとは限りません。

図 5.56. グループメンバーの追加・削除

複数のグループ管理者の権限を持っている場合は更にメンバーの追加・削除を行うグループ名をクリックし
ます。

図 5.57. グループメンバーの追加・削除 2
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5.3.1.1. メンバーの追加
非メンバーのリストからユーザーを選択して、追加ボタンを押してメンバーに追加します。

図 5.58. グループメンバーの追加

5.3.1.2. メンバーの削除
メンバーのリストからユーザーを選択して、削除ボタンを押してメンバーから削除します。

図 5.59. グループメンバーの削除

5.3.2. 共有アイテムの審査・承認
グループで共有するアイテムの審査・承認をします。

XooNIps グループメニューのグループ共有アイテム承認をクリックします。

ティップ

グループ Index Treeや検索を使ってアイテムの詳細画面から審査・承認をすることも出来ます。
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図 5.60. グループ共有アイテムの審査・承認

インデックスの欄にチェックを付けて Accept(承認)または Reject(取り下げ)のボタンを押して、アイテムの公
開を承認・却下といった、審査が出来ます。

図 5.61. グループ共有アイテムの審査・承認 2

5.3.3. 共有アイテムの取り下げ
グループ Indexへ登録済みのアイテムを共有領域から取り下げることが出来ます。

グループ Index Treeや検索を利用して取り下げたいアイテムの詳細画面を表示します。

Indexの項目のWithdrawボタンを押すと、確認のダイアログが表示されますので OKを押してアイテムの共有
を取り下げます。
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図 5.62. グループ共有アイテムの取り下げ

5.3.4. グループ Indexの編集
Privateと同様の手順でグループ Indexの Keywordも追加・削除など編集を行うことが出来ます。

XooNIps グループメニューのグループツリー編集をクリックします。

図 5.63. グループ Indexの編集

複数のグループ管理者の権限を持っている場合は、複数のグループ IndexKeywordの編集が出来ます。

1. 編集したいグループ Indexのタブをクリックします。

2. 編集したいグループ Indexの Keywordをクリックします。

3. クリックしたグループ Indexの編集が可能になります。
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図 5.64. グループ Indexの編集 2

5.3.5. グループ Indexの公開
グループ Indexに登録してあるアイテムを Keyword単位で一括して PublicIndexに登録することが出来ます。

• グループ管理者

XooNIpsグループメニューのグループツリー編集メニューをクリックします。

図 5.65. グループ Indexの一括公開

グループアイテム公開の欄で公開する Keywordにチェックをつけます。

PublicIndexの追加したい Keywordをドロップダウンリストから選択して追加ボタンを押します。
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図 5.66. グループ Indexの一括公開 2

• モデレータ

XooNIpsモデレータメニューの公開グループアイテム承認リンクをクリックします。

図 5.67. グループ Indexの一括公開 3

公開を承認または拒否するインデックスにチェックを付けます。

Accept(承認）または Reject（拒否）ボタンをおして公開を承認または拒否します。

5.3.6. グループ管理者の権限移譲
グループ管理の権限者はモデレーターが変更することが出来ますので、モデレーターと連絡を取ってくださ
い。

5.3.7. ディスク容量の変更について
モデレーターによってグループ毎に設定可能なので、モデレーターと連絡を取ってください。

5.3.8. グループの廃止
モデレーターによってグループの廃止が可能ですので、モデレーターと連絡を取ってください。

5.4. モデレーター
モデレーターとして出来ることの説明です。

5.4.1. Public Index Treeの編集
公開領域のインデックスツリーの編集です
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XooNIps モデレータメニューの公開ツリー編集のリンクをクリックします。

ティップ

サイトのデザインによっては、この位置にあるとは限りません。

Privateと同様の手順で操作出来ます。

図 5.68. Public Index Treeの編集

5.4.2. ユーザーの承認
サイトポリシーの新規ユーザ登録方法の設定でアカウント承認の方法の項目がモデレータが確認してアカウ
ントを承認するの場合には登録ユーザーが XooNIpsの機能を利用できるようにするためにアカウントの承認を
する必要があります。

XooNIps モデレータメニューのユーザ承認のリンクをクリックします。

図 5.69. ユーザーの承認
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リンクをクリックすることで以下の機能が実行されます。

• メールアドレス

メーラーが起動してそのメールアドレスにメールを送ることが出来ます。

• 詳細

ユーザーが登録した情報の詳細画面を表示します。

• 承認

ユーザーの承認又は拒否が出来ます。承認をしないとユーザーは XooNIpsの機能を利用できません。

図 5.70. ユーザーの承認 2

5.4.3. アイテムの審査・承認
Public領域にアイテムを公開するかどうか、審査・承認が出来ます。

XooNIps モデレータメニューの公開アイテム承認のリンクをクリックします。

図 5.71. アイテムの審査・承認

Accept(承認)／Reject(取り下げ）のボタンを押すことで実行可能です。
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図 5.72. アイテムの審査・承認 2

5.4.4. 公開アイテムの取り下げ
公開済みアイテムの公開取り下げをすることが出来ます。

Index Treeや検索を利用して公開を取り下げたいアイテムの詳細画面を表示させます。

Indexの項目のWithdrawボタンを押すと確認のダイアログが表示されますので OKを選択してアイテムの公開
を取り下げます。

図 5.73. 公開アイテムの取り下げ

5.4.5. グループの作成と削除
グループの作成と削除が出来ます。

XooNIps モデレータメニューのグループ編集のリンクをクリックします。
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図 5.74. グループの作成・削除

5.4.5.1. 新規グループの作成・削除
1. 新規グループは、グループ作成の各項目に必要事項を入力して送信ボタンを押すことで作成できます。

2. グループの削除は削除のリンクをクリックすると、確認のダイアログが表示されますので OKを選択して削
除します。

• グループ名

グループの名前を入力します。

• グループ詳細

グループの説明文を入力します。

• グループ管理者

グループ管理者を選択します。複数人選択することも可能です。

• 登録可能なアイテムの最大個数

グループ領域へのアイテム登録数上限値を入力します。

• 登録可能なインデックスの最大個数

グループ Indexの Keyword数の上限値を入力します。

• 登録可能なアイテムの最大ディスク容量[MB]

グループ領域で使用するデータ領域の最大値をMB単位で入力します。
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図 5.75. グループの作成・削除

5.4.5.2. グループ情報の編集
情報を編集したいグループの右にある編集リンクをクリックします。

項目を修正した後、送信ボタンを押して情報を反映させます。

5.4.6. アクセスログ解析
XooNIpsが取得しているイベントログを CSV形式ファイルでダウンロードしたり、グラフ化することが出来
ます。

XooNIps モデレータメニューのイベントログのリンクをクリックします。

図 5.76. イベントログ解析
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• イベントログダウンロード

イベントログのダウンロード

期間を指定して XooNIpsのイベントログを CSV形式ファイルでダウンロード出来ます。

図 5.77. イベントログの期間指定ダウンロード

• イベント別

トップページのアクセス、アイテムへのアクセス、アイテムのダウンロード、新規ユーザーの登録とアイテ
ム登録について期間を指定して CSV形式ファイルでダウンロードするかグラフ化して表示することが出来ま
す。

図 5.78. イベントログ及びユーザ・アイテム一覧の個別ダウンロードとグラフ表示
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図 5.79. イベントログのグラフ表示

• 登録状況確認

ユーザー及びアイテム一覧を見ることが出来ます。

5.4.7. モデレーター権限の移譲
システム管理者がモデレーター権限をユーザーに付与出来るので、システム管理者に連絡を取ってください。

5.5. システム管理者
システム管理者時として出来ることの説明です。

5.5.1. サイトポリシーの変更
XOOPSの Control Panel Homeから設定変更を行います。

運用前のシステム設定・サイトポリシー設定・日常メンテナンスの項目を参照してください。

5.5.2. ユーザー切り替え機能
XooNIpsでは登録したアイテムは登録したユーザーのみがアイテムの変更・修正が可能です。

システム管理者は他ユーザー権限での実行が出来ますので、他ユーザーの登録したアイテムであっても変
更・修正が可能となります。

XooNIps ユーザメニューのアカウント切り替えのリンクをクリックします。
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図 5.80. ユーザ切り替え機能

ドロップダウンリストからユーザーを選択してシステム管理者のパスワードを入力します。

図 5.81. ユーザ切り替え機能 2

ユーザーとしての作業を終了したら、XooNIps ユーザメニューのアカウント切り替え(ユーザー名)の終了のリ
ンクをクリックします。

図 5.82. ユーザ切り替え機能 3

5.5.3. エクスポート
他の XooNIpsサイトへアイテムや IndexTree構造を利用出来るようにする為のファイル書き出し機能です。

ティップ

サイトポリシー設定の Import/Exportの項目で enabledの項目が Yesに設定されている場合は登録ユーザ
ーでもインポート・エクスポートが可能になります。
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エクスポートされる内容

• アイテム

同一の Index keywordに登録されている複数のアイテムを同時にエクスポートすることも出来ます。

ティップ

添付ファイルをエクスポートするかどうかはサイトポリシー設定の Import/Exportでの設定で決定さ
れます。

• Index Tree keyword

Indexの構造をエクスポート出来ます。

エクスポートの手順

1. Index Tree keywordのエクスポート方法

ティップ

アイテムが登録されていない空の Index Keywordはエクスポート出来ません。

Index Keywordをクリックしてアイテム一覧画面を表示します。

エクスポートしたい Keywordをクリックして、Exportボタンを押します。

図 5.83. Indexのエクスポート

インデックスツリーをエクスポートするにチェックを入れます。再帰的にエクスポートする場合にはインデ
ックスを再帰的にエクスポートするの項目をはいに設定してください。

図 5.84. Indexのエクスポート 2

エクスポートされる情報が表示されますので、確認した上でダウンロードボタンを押すとエクスポートファ
イルがダウンロードされます。
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図 5.85. Indexのエクスポート 3

2. アイテムのエクスポート

検索などを利用してエクスポートしたいアイテムの詳細画面を表示して、エクスポートボタンを押します。

図 5.86. アイテムのエクスポート

添付ファイルを同時にエクスポートするかどうかの設定をします。

ティップ

サイトポリシー設定のインポート/エクスポート設定で添付ファイルのエクスポートの項目がいいえ
の場合にはここで選択項目は現れません。

図 5.87. アイテムのエクスポート 2

アイテムダウンロードのライセンス条項に同意して、合意するにチェックを付けダウンロードボタンを押す
とエクスポートファイルがダウンロードされます。
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図 5.88. アイテムのエクスポート 3

5.5.4. インポート
他の XooNIpsサイトでエクスポートしたアイテムや、Index Keywordのファイルを読み込んで利用することが
出来ます。

XooNIps ユーザメニューのインポートをクリックします。

表 5.1. インポート機能

項目名 機能

Importするファイル インポートするファイルを選択します。

公開インデックスに登録するアイテ
ムを自動承認する

アイテムのインポート先が Public領域だった場合にアイテムの公開承認を
自動的に行います。

エラーチェックだけを行う エラーチェックのみで実際のインポート処理は行いません。

ログを出力する インポート処理のログを表示します。(デフォルトでチェックが入ってい
ます。）

インポート先の Index Keywordにチェックを入れて、インポートファイルを選択したら次へボタンを押しま
す。

図 5.89. インポート

第 5章 XooNIpsの操作

100



ログを出力するにチェックをした場合、インポートエラーがあった場合には内容が表示されるので戻るボタ
ンを押して前の画面に戻り修正します。

図 5.90. インポートエラーログ

エラーが無い場合は確認画面が表示されますので、インポートボタンを押してインポートを実行します。

衝突の解決

インポートファイルに重複する Keywordやアイテムがある場合に上書きするかどうかの確認を行います。

図 5.91. 衝突の解決

5.5.5. メタデータハーベスト
メタデータのハーベストは手動で行う必要があります。

メンテナンス OAI-PMH設定の項目を参照してください。

5.5.6. モデレーターの変更
モデレーターの変更は管理メニューのメンテナンス ユーザ管理 の項目で所属グループにユーザーをモデレー
ターグループに追加することで変更出来ます。

正確には、システム設定の基本設定モデレータグループで設定した XooNIpsのモデレーターとなっている
XOOPSグループを選択して追加します。
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図 5.92. モデレーターの変更
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第 6章 著作権表示
This program is free software; you can redistribute it and/or modify it under the terms of the GNU General Public License

as published by the Free Software Foundation; either version 2 of the License, or (at your option) any later version.

You may not change or alter any portion of this comment or credits of supporting developers from this source code or any
supporting source code which is considered copyrighted (c) material of the original comment or credit authors.

This program is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied
warranty of MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU General Public License
for more details.

You should have received a copy of the GNU General Public License along with this program; if not, write to the Free
Software Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA
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